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サ
ン
ラ
イ
ズ
で
出
雲
詣
で

サンライズ出雲に乗っ
て東京からの“鉄旅”を
終え、出雲市駅に降り
立つ市川紗椰さん
写真＝佐々木実佳

旅
人
＝
市
川
紗
椰　

文
＝
鈴
木
紗
耶
香

旅
の
小
箱  from

 

J
R
西
日
本
、
J
R
東
海

 「
La
 Ma
l
le de Bo
is
」
と

 「
あ
め
つ
ち
」
で
旅
を
満
喫

豊
後
水
道
に
面
す
る
佐
伯
・
臼
杵
へ

大
人
の
イ
マ
旅

九
州 

本
と
の
出
会
い
の
あ
る
旅

 「
W
E
S
T
E
R
ポ
イ
ン
ト
」
で

お
ト
ク
に
た
ま
る
、
楽
し
く
つ
か
え
る

2
0
2
3
年
春
、

 「
そ
う
だ 

京
都
、行
こ
う
。」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

花
咲
く
京
都
を
満
喫

大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
！  

家
康
公
が
愛
し
た
町
・
静
岡

ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡

 「
い
ざ
い
ざ
奈
良
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
３
弾

春
日
大
社
と
高
畑
エ
リ
ア
を
巡
る

京
都
の
路
地 

ま
わ
り
道　
文
＝
千 

宗
室

片
付
け
魔

ひ
と
と
き
エ
ッ
セ
イ「
そ
し
て
旅
へ
」

文
＝
梶 

よ
う
子

人
に
翼
の
汽
車
の
恩

あ
の
日
の
音　
文
・
絵
＝
北
阪
昌
人

カ
エ
ル
が
笑
っ
た

わ
た
し
の
20
代

平
山
ユ
ー
ジ（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
）

柳
家
喬
太
郎
の
旅
メ
シ
道
中
記

山
口
の
瓦
そ
ば
﹇
山
口
県
下
関
市
﹈

12 791115

薫風の中を走るサンライズ出
雲（下り）。宍道湖が見えたら、
終着駅の出雲市駅はもうすぐ
イラスト＝龍神貴之
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台
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﹈
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﹈
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け
ひ
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の
ド
キ
ド
キ
♥
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跡
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地
元
に
エ
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ル
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れ
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ね
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野
外
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刻
﹇
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市
﹈
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タ
ビ
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文
＝
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﹇
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か
﹈
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マ
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ゴ
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ガ
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デ
ン

﹇
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市
﹈
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リ
ホ
リ
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﹇
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旅
人
＝

市
川
紗
椰

Ichikaw
a Saya

文
＝
鈴
木
紗
耶
香

Suzuki Sayaka

写
真
＝
佐
々
木
実
佳

Sasaki M
ika

1
8
7
2（
明
治
5
）年
に
開
業
し
て
以
来
、

安
全
性
や
時
間
の
正
確
さ
、
乗
り
心
地
を
追
究
し
、

日
本
の
鉄
道
は
世
界
に
誇
る
イ
ン
フ
ラ
と
な
り
ま
し
た
。

鉄
道
を
乗
り
継
げ
ば
、
日
本
各
地
を
旅
で
き
ま
す
。

鉄
道
旅
の
醍
醐
味
は
、
た
く
さ
ん
の
予
期
せ
ぬ
出
会
い
。

知
ら
な
い
町
の
景
色
を
眺
め
た
り
、

知
ら
な
い
人
と
乗
り
合
わ
せ
た
り
。

今
号
で
は
、
そ
ん
な
鉄
道
旅
の
魅
力
を
よ
く
知
る

鉄
道
好
き
の
モ
デ
ル・市
川
紗さ

椰や

さ
ん
が
定
期
列
車
と
し
て
は

日
本
唯
一
の
寝
台
特
急・サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
に
乗
車
。

神
々
が
集
う
聖
地・出
雲
大
社
の
参
詣
へ
向
か
い
ま
す
。

夜
か
ら
朝
へ
と
流
れ
ゆ
く
車
窓
と
、

心
地
よ
い
走
行
音
の
響
き
と
と
も
に
、

東
京
か
ら
遠
く
離
れ
た
出
雲
を
目
指
し
ま
し
た
。

1818

何度乗っても
大好きな列車です



帰路につく人々でごった返す東京駅9番線ホーム。21：26の
入線から出発する21：50まで、これから長旅をともにするサ
ンライズ瀬戸・出雲をうれしそうに眺める市川さん

鉄道旅の
すすめ
市川紗椰さん、
寝台特急サンライズで出雲へ

特 集
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21
時
26
分
、
東
京
駅
9
番
線
ホ
ー
ム
に
赤
と

ベ
ー
ジ
ュ
の「
サ
ン
ラ
イ
ズ
瀬
戸
・
出
雲
」
が

入
線
す
る
と
、
ホ
ー
ム
は
高
揚
感
に
包
ま
れ
た
。

駅
の
雑
踏
の
中
に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が

響
く
。
ス
マ
ホ
で
車
両
と
自
撮
り
を
す
る
人
。

一
眼
レ
フ
で
車
両
番
号
を
接
写
す
る
人
。
発
車

ま
で
の
24
分
間
、
そ
れ
ぞ
れ
が
〝
唯
一
の
寝
台

特
急
〞
の
旅
へ
の
気
持
ち
を
高
め
て
い
る
。

「
人
々
が
上
野
東
京
ラ
イ
ン
に
乗
っ
て
帰
宅
し

よ
う
と
す
る
中
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
に
乗
っ
て
旅
立

つ
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
が
た
ま
ら
な
い
ん
で
す
」

　
同
じ
ホ
ー
ム
で
東
海
道
本
線
を
利
用
す
る
通

勤
客
が
乗
降
す
る
中
、
ピ
ン
ク
の
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ー
ト
を
羽
織
っ
た
市
川
紗さ

椰や

さ
ん
は
、
軽
や

か
に
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
市
川
さ
ん
は
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
1
日
余
裕
が
で
き
た
ら
、
仕
事

終
わ
り
に
サ
ン
ラ
イ
ズ
に
乗
っ
て
出
か
け
て
し

ま
う
ほ
ど
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
だ
。

「
楽
し
い
だ
け
で
な
く
、
移
動
手
段
と
し
て
も

優
れ
て
い
る
の
が
好
き
。
始
発
や
最
終
の
飛
行

機
や
新
幹
線
に
乗
る
よ
り
も
時
間
に
余
裕
が
持

て
て
、
到
着
時
刻
も
ち
ょ
う
ど
い
い
と
こ
ろ
が
、

寝
台
列
車
の
あ
る
べ
き
姿
だ
な
と
思
い
ま
す
」

　
21
時
50
分
。
ゴ
ト
ン
…
…
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
と

も
に
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
が
ゆ
っ
く
り
ホ
ー
ム
を
離

れ
る
。
暖
か
み
の
あ
る
電
球
色
の
間
接
照
明
が

照
ら
し
だ
す
、
木
目
を
生
か
し
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル

な
内
装
の
車
内
。
住
宅
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発

し
た
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
居
心
地
の
良
さ
と

デ
ザ
イ
ン
性
が
兼
ね
備
え
ら
れ
て
い
る
。

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
の
座
席
は
6
種
類
。
そ
の
う
ち

5
種
類
が
個
室
タ
イ
プ
で
発
売
早
々
争
奪
戦
と

な
る
。
残
り
の
ひ
と
つ
、
ノ
ビ
ノ
ビ
座
席
は
個

室
で
は
な
い
が
、
大
人
が
足
を
伸
ば
し
て
寝
返

り
を
打
て
る
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
る
。
寝
台
料
金

不
要
で
、
節
約
派
に
根
強
い
人
気
だ
。
3
号
車

と
10
号
車
に
あ
る
シ
ャ
ワ
ー
は
、
シ
ン
グ
ル
デ

ラ
ッ
ク
ス
の
乗
客
以
外
は
チ
ケ
ッ
ト
制
で
、
人

気
の
た
め
す
ぐ
売
り
切
れ
る
。
列
車
で
シ
ャ
ワ

ー
を
浴
び
る
と
い
う
行
為
も
〝
唯
一
の
寝
台
特

急
〞
な
ら
で
は
の
特
別
な
体
験
な
の
だ
。

　
市
川
さ
ん
の
お
気
に
入
り
は
、
2
階
建
て
B

サ
ン
ラ
イ
ズ
で
出
雲
詣
で

心
は
ず
む「
寝
台
特
急
」
と
い
う
言
葉
の
響
き
。

鉄
道
好
き
の
間
で
も
人
気
の
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
で

日
本
人
な
ら
一
度
は
お
参
り
し
た
い
、
出
雲
大
社
へ
向
か
い
ま
す
。

21：26、東京駅に入線した「サンライズ瀬戸・
出雲」はそれぞれ7両編成。ほんのりくすみ
のあるカラーリングのボディに、デジタル
化されていない方向幕による行先表示器が
レトロなムードを醸し出す

モデル。1987年、愛知県生ま
れ。4歳から14歳までアメリ
カで育ち、日本に帰国後はモ
デルとして活躍するほか、ラ
ジオ、テレビなどに多数出演。
早稲田大学政治経済学部卒
業。鉄道好きで知られるが、
鉄道以外にも食べ歩き、地形、
アニメ、相撲、美術、音楽な
ど、さまざまな分野のカルチ
ャーに精通。

旅人 市川紗椰さん

21:26

東京駅入線

市川紗椰さん
が行く

20

レトロかわいい
行先表示器！



「献上そば 羽根屋本店」でいただいたのは、割子と
いう独特の器に入った「割子そば」900円（右下）。
蕎麦粉は契約栽培、つゆに使う醤油も独自のレシ
ピで地元の蔵に作ってもらっている。出雲ならで
はの「釡あげそば」850円も味わえる

出雲大社をイメージしたJR出雲市駅。構内
には旧大社駅に関する鉄道用品の展示コー
ナーがある。また、構内のコンビニでは鉄
道グッズも販売している。10時オープンの
お土産屋さんもあり

快適なうえに到着時刻
もちょうどいい♪

09:58

出雲市駅着

神
話
の
舞
台
へ
。
乗
客
の
テ
ン
シ
ョ
ン
も
最
高

潮
。
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
と
い
う
乗
り
物
は
、
ス

ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
乗
客
を
旅
へ
い
ざ
な
う
舞

台
装
置
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　
9
時
58
分
。
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
は
つ
い
に
出

雲
市
駅
に
到
着
。
満
面
の
笑
み
で
出
雲
の
地
に

降
り
立
つ
市
川
さ
ん
。
し
ば
し
、
別
れ
を
惜
し

む
撮
影
タ
イ
ム
。
9
5
3
・
6
キ
ロ
、
約
12
時

間
の
旅
路
を
と
も
に
し
た
列
車
に
は
愛
着
が
生

ま
れ
、
ほ
か
の
乗
客
た
ち
も
名
残
惜
し
そ
う
だ
。

　
列
車
を
後
に
し
、
駅
舎
を
散
策
中
、
市
川
さ

ん
は
、
控
え
め
に
置
か
れ
た
展
示
ケ
ー
ス
に
吸

い
寄
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。
中
に
は
「
大
社
　
た

い
し
ゃ
」
と
書
か
れ
た
駅
名
標
や
、
寝
台
特
急

「
い
ず
も
」
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
な
ど
、
昔
の
鉄

道
に
関
す
る
品
々
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。

「
こ
れ
ら
は
、
旧
大
社
線
大
社
駅
に
展
示
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
が
、
現
在
旧
大
社
駅
が
改
修

中
の
た
め
、
一
時
的
に
出
雲
市
駅
に
展
示
し
て

い
る
ん
で
す
」
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

出
雲
市
駅
の
駅
長
さ
ん
。
大
社
線
と
は
、
出
雲

大
社
に
参
拝
す
る
人
々
の
た
め
に
1
9
1
2

（
明
治
45
）
年
に
開
業
し
た
路
線
で
、
始
発
の

出
雲
今
市
駅（
現
在
の
出
雲
市
駅
）か
ら
終
点
の

大
社
駅
ま
で
わ
ず
か
4
駅
7
・
5
キ
ロ
。1

 

9

 
9
 

0
（
平
成
2
）
年
に
廃
線
と
な
っ
た
が
、
天
皇

の
勅
使
を
迎
え
る
貴
賓
室
を
備
え
る
な
ど
、
歴

史
的
に
価
値
の
高
い
大
社
駅
は
保
存
さ
れ
、
2

0
0
4
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

改
修
が
終
わ
る
の
は
、
2
0
2
5
年
の
予
定
だ
。

　
駅
舎
を
出
て
、
出
雲
大
社
参
拝
前
に
昼
食
へ
。

向
か
っ
た
の
は
、『
献
上
そ
ば
羽
根
屋
本
店
』。

こ
こ
の
蕎
麦
は
、
黒
い
殻
ま
で
一
緒
に
挽
い
て

打
ち
上
げ
た
も
の
。
大
正
天
皇
が
皇
太
子
の
頃
、

25



日本で唯一の定期寝台特急サンライズは、一般的な列車とは、きっぷの購入や車内での過ごし方が異なる。
サンライズに快適に乗車するためのコツを知っておこう。

サンライズの旅ガイド

POINT 1カ月先の同日のきっぷが、午前10時から購入可能
だ。人気の座席はすぐ売り切れるので旅行日程が決まった
ら早めの予約を心がけよう。

きっぷはどこで買う？
駅にある「みどりの窓口」で購入できる。インタ
ーネットならJR西日本「e5489〈いいごよやく〉」、
JR東日本「えきねっと」（ノビノビ座席のみ）な
ど各鉄道会社の予約サービスでも購入できるが、
紙きっぷの事前発券が必要となる。「e5489」で予
約した場合、JR西日本、JR東海およびJR東日本
の一部窓口や指定席券売機で発券できる。最寄り
の発券可能場所をチェックしておこう。

車窓風景の見どころは？
長距離列車の魅力は、車窓の風景が次々と移り変
わること。特に、下りのサンライズ出雲は米子駅を
過ぎてから進行方向右手に見える宍道湖、サンラ
イズ瀬戸は児島〈こじま〉駅を過ぎてから渡る瀬
戸大橋で左右に大海原が広がり、素晴らしい。なお、
上り（出雲・瀬戸接続後）なら、沼津駅～三島駅
間で見える雄大な富士山や、根府川〈ねぶかわ〉
駅～早川駅間でやはり進行方向右手に見える相模
湾の朝焼けがおすすめだ。上り、下りに乗車して、
自分だけのお気に入りの風景を見つけてみては？

車内販売はなく、ソフトドリンクの自動販売機が
あるのみ。酒類や翌日の朝食は乗車前に購入して
おこう。出雲と瀬戸の切り離し作業を行う岡山駅
には、5号車付近に売店があるが、停車時間は7分
と短いため、事前購入がおすすめだ。

車内販売はある？

03 01

02

シャワーはどうすれば使える？
寝台特急であるサンライズには、3号車と10号車に
シャワー室があり、備え付けの販売機で購入した
シャワーカードで6分間使える。

POINT シャワーカード
は人気があるため、売り
切れることもしばしば。
乗車したらすぐに購入し
よう。シャワーカード1
枚（330円）で、6分間（蛇
口開放時間）のシャワー
が使える。自宅や乗車駅
近くの銭湯で、乗車前に
風呂を済ませておくのも
良計。

04

30



観
光
列
車
10

鉄
道
ラ
イ
タ
ー
の
恵
さ
ん
は
、
全
国
の
観
光
列
車
に
乗
車
し
、

座
り
心
地
か
ら
食
事
ま
で
を
体
感
し
つ
く
し
て
い
る
。

恵
さ
ん
お
す
す
め
の
観
光
列
車
に
乗
っ
て
み
て
は
い
か
が
？

秘境駅を効率よくめぐれる！

飯田線秘境駅号

春と秋に運行される観光
列車で、中央アルプスや
天竜川などを望むJR飯
田線を運行。写真下は伊
那路（城西駅～向市場駅）
を走るようす。“絶壁の駅”
「田本駅」など、人気の秘
境駅に効率よく停車する

01

路線：豊橋駅～飯田駅
運行日：2023/5/3・5　＊5/4は停車
駅の少ない「ディスカバー飯田線
号」が運行

DATA

「なぜここに駅が？」と思う場所に
存在することから、鉄道ファンに
注目されている「秘境駅」。なかで
もトップクラスの秘境駅が揃うの
が飯田線で、その魅力を手軽に楽
しめる列車だ。周辺に廃屋が残る
秘境駅もあり、昔の姿はどうだっ
たのかなど、想像しながらの旅も
楽しい。

Megumi’s Eye

鉄道ライター
恵 知仁さんが
厳選！

ブルートレインの懐かしさを体感

WEST EXPRESS 銀河02
懐かしい夜汽車の雰囲気を味わえ
るが、設備は最新。往年のブルー
トレイン2段ベッド風の「クシェッ
ト」、靴を脱いでくつろげる個室
「プレミアルーム」「ファミリーキャ
ビン」といった多彩な設備に、夜鳴
きそばや朝食の用意、停車駅での
おもてなし、ガイドツアーなど、
「鉄道の旅」を満喫できる。比較的
リーズナブルなのも魅力。

路線：京都駅～出雲市駅（山陰コー
ス）
運行日：2023/4/3～8/9の特定日

DATA

Megumi’s Eye

車内のスペース「GINGA
♡SANIN ミュージアム」
では、鍛冶工房 弘光の
「行灯銀河」（下左）、出西
窯の「出西ブルーキャン
ドルホルダー」（下右）な
ど、沿線地域の工芸品が
展示される
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本
州
の
尾
道
か
ら
四
国
の
今
治
ま
で
の
70

キ
ロ
を
つ
な
ぐ
し
ま
な
み
海
道
。
島
か
ら
島

へ
と
ジ
ャ
ン
プ
す
る
よ
う
な
爽
快
な
ド
ラ
イ

ブ
で
、
私
の
頭
の
中
に
は
、
松
任
谷
由
実
の

『
ル
ー
ジ
ュ
の
伝
言＊

』
が
流
れ
て
い
た
。
あ

の
ひ
と
の
マ
マ
に
会
う
た
め
に
、
ズ
ン
チ
ャ

チ
ャ
ズ
ン
チ
ャ
…
…
と
ふ
と
車
窓
を
見
る
と
、

見
慣
れ
な
い
形
状
の
島
が
あ
る
。
小
島
全
体

が
、
こ
ん
も
り
と
盛
り
上
が
り
、
ま
る
で
古

墳
の
よ
う
だ
。

　
も
し
か
し
て
、 

あ
れ
が
「
海う

み

城じ
ろ

」
⁉

　
は
る
か
中
世
の
時
代
、
こ
の
芸げ

い

予よ

諸
島
に

は
30
以
上
の
〝
海
城
〞
が
点
在
し
て
い
た
と

海
賊
が
駆
け
抜
け
た
島
々
へ 
（
愛
媛
県
今
治
市
・
広
島
県
尾
道
市
）

かわうち ありお／ノンフィクション作家。米国企業、パリの国連機関などに勤務後、フリーの作家に。
『バウルを探して』（幻冬舎）、『目の見えない白鳥さんとアートを見に行く』（集英社インターナショナル）など著書多数。

＊JASRAC 出 2302174-301

作
家
の
川
内
有
緒
さ
ん
が
、

本
に
動
か
さ
れ
て
旅
へ
出
る
─
。

登
場
人
物
を
思
う
の
か
、

著
者
に
つ
い
て
考
え
る
の
か
、

そ
れ
と
も
誰
か
に
会
っ
た
り
、

何
か
食
べ
た
り
、遊
ん
だ
り
？

さ
て
、今
月
は
ど
こ
に
行
こ
う
。

本
を
旅
す
る
、本
で
旅
す
る
。

写
真
＝
荒
井
孝
治

A
rai K

o
ji

文
＝
川
内
有
緒

K
aw

auchi A
rio

第20回

戦国時代、織田信長、豊臣秀吉を翻弄し、瀬戸内
海を支配していた「村上海賊」。激しい潮流の海
に浮かぶ小島を根城に、彼らはいかに生き、戦っ
たのか？　海賊研究の第一人者である著者が、膨
大な古文書と最新調査で、海の武将たちの実像を
浮かび上がらせる一冊。巻末には『村上海賊の娘』
の著者・和田竜氏との対談を収載　＊本文中太字
の箇所が本書からの引用です

山
内 

譲
著

『
瀬
戸
内
の
海
賊

  

―
村
上
武
吉
の
戦
い
【
増
補
改
訂
版
】
』 （
新
潮
選
書
）

伝
わ
る
。
築
い
た
の
は
、
か
つ
て
こ
の
海
を

支
配
し
た
海
賊
た
ち
で
あ
る
。

　
と
い
う
わ
け
で
、
今
回
会
い
に
い
く
の
は

「
あ
の
ひ
と
の
マ
マ
」
で
は
な
く
、「
日
本
最

大
の
海
賊
」
と
呼
ば
れ
た
村
上
海
賊
。
手
に

す
る
本
は
、海
賊
研
究
の
第
一
人
者
・
山
内 

譲
さ
ん
の
『
瀬
戸
内
の
海
賊
　
村
上
武
吉
の

戦
い
』
で
あ
る
。
海
の
武
将
・
村
上
武た

け

吉よ
し

の

姿
を
、
地
理
や
古
文
書
や
遺
構
な
ど
か
ら
鮮

や
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
一
冊
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
カ
リ
ブ
の
海
賊
な
ど
の
せ
い
だ
ろ
う
か
、

現
代
で
「
海
賊
」
と
い
え
ば
、
交
易
船
な
ど

しまなみ海道の橋のひとつ、愛媛県今治市の大島と伯方島
〈はかたじま〉を結ぶ全長1,165メートルの伯方・大島大橋
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文
＝
土
井
善
晴

D
o

i Yo
shiharu

写
真
＝
岡
本 

寿

O
kam

o
to

 H
isashi 

第53回

シンプルな素材ながら、いろいろ
な形や色、質感のある仙台駄菓子
は、素朴なおいしさで選ぶのも楽
しい。仙臺駄菓子本舗 熊谷屋にて
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昔
懐
か
し
仙
台
駄
菓
子  

《 

宮
城
県
仙
台
市 

》

　
仙
台
藩
主
伊
達
政
宗
公
は
数
々
の
武
勇
伝
を
残

し
、
藩
経
営
の
手
腕
に
長た

け
た
戦
国
大
名
と
し
て

知
ら
れ
ま
す
が
、
伊だ

達て

者し
や

と
い
う
言
葉
を
残
す
ほ

ど
の
美
意
識
か
ら
か
、
文
化
的
側
面
の
功
績
は
、

現
代
の
仙
台
に
あ
る
華
や
か
で
清
潔
な
良
き
イ
メ

ー
ジ
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
後
の
出
陣
と
な

っ
た
大
坂
の
陣
で
功
績
を
上
げ
、
江
戸
幕
府
の
重

鎮
と
な
っ
て
、
仙
台
藩
の
発
展
の
た
め
に
運
河
を

整
備
し
新
田
開
発
を
行
い
ま
し
た
。
人
口
が
増
え

深
刻
な
米
不
足
だ
っ
た
江
戸
へ
米
を
送
り
、
消
費

量
の
3
分
の
1
を
仙
台
藩
が
賄
っ
た
そ
う
で
す
。

　
仙
台
藩
62
万
石
、
実
際
に
は
1
2
0
万
石
は
あ

っ
た
と
い
う
財
源
を
何
に
用
い
る
か
。
心
の
潤
い

と
な
る
生
活
文
化
は
、
庶
民
の
暮
ら
し
か
ら
生
ま

れ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
藩
主
の
民
へ
の
愛
情
に
こ

そ
守
ら
れ
、
受
け
継
が
れ
る
も
の
な
の
で
す
。
茶

（
道
）
を
好
み
、
名
茶
人
を
呼
び
寄
せ
て
、
全
国

に
広
く
伝
わ
る
仙
台
藩
独
自
の
大
名
茶
の
源
流
を

つ
く
り
、
煎
茶
道
で
も
黄お

う

檗ば
く

宗し
ゆ
う

の
僧
侶
を
招
い

て
隆
盛
に
導
き
ま
し
た
。
政
宗
公
の
逸
話
を
集
め

た
『
命め

い

期ご

集し
ゆ
う』
に
、「
馳
走
と
は
旬
の
品
を
さ
り

げ
な
く
出
し
、
主
人
自
ら
調
理
し
て
、
も
て
な
す

事
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
自
ら
包
丁
を
持
つ
。

こ
の
一
言
に
も
、
政
宗
公
の
人
と
な
り
が
表
れ
て

仙
台
藩
が
払
い
下
げ
た
兵
ひ
よ
う
糧ろ
う
か
ら
生
ま
れ
た
庶
民
の
お
や
つ
で
す

＊甜菜（サトウダイコン）から作られる砂糖

い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
世
に
、
ど
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
お

菓
子
が
あ
る
の
か
は
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
い
ま

だ
に
仙
台
に
は
、
江
戸
や
明
治
に
生
ま
れ
た
風
情

の
あ
る
仙
台
駄
菓
子
と
言
わ
れ
る
も
の
に
市
民
権

が
あ
る
の
だ
そ
う
。
不
思
議
や
な
あ
、
と
思
う
心

の
片
隅
で
「
懐
か
し
い
レ
ト
ロ
感
を
売
り
に
し
た

だ
け
ち
ゃ
う
や
ろ
か
」
な
ん
て
失
礼
な
こ
と
を
思

い
な
が
ら
、
仙
台
駄
菓
子
の
老
舗
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
駄
菓
子
が
生
ま
れ
た
時
代
背
景
か
ら
。

江
戸
時
代
、
砂
糖
は
不
老
不
死
の
薬
と
考
え
ら
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
長
崎
貿
易
で
輸
入
さ
れ
た
砂

糖
は
船
で
大
坂
道ど

修し
よ
う

町ま
ち

の
薬
種
問
屋
に
運
ば
れ
、

商
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
を
輸
入
も
ん
に
依
存
し
て

い
た
た
め
投
機
の
対
象
に
な
っ
て
、
今
の
お
金
に

換
算
す
る
と
1
キ
ロ
あ
た
り
5
0
0
0
円
を
超
え

る
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。
輸
入
量
の
4
分
の
1
は

遣
い
物
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
高
価
な
白

砂
糖
が
使
え
た
菓
子
屋
は
、
屋
号
に
司
の
字
が
入

っ
た
宮
中
御
用
達
の
御
菓
子
司
だ
け
。
庶
民
の
菓

子
に
使
え
た
甘
味
材
料
は
、
甜て

ん

菜さ
い

糖と
う

、＊

米
飴
（
水

飴
）
な
ど
の
ご
く
や
さ
し
い
甘
味
で
し
た
。

払
い
下
げ
の
兵
糧
が
ル
ー
ツ

どい よしはる／1957年、大阪府生
まれ。料理研究家、十文字学園女
子大学特別教授。NHK「きょうの
料理」に出演。『一汁一菜でよいと
いう提案』（新潮社）など著書多数

伊達家の居城があった仙台城跡
は、標高約130メートルの青葉山
にあり、石碑の立つ山頂から伊達
政宗と同じ目線で太平洋や仙台市
街を一望できる。土井さんもその
眺望に大満足。一帯は青葉山公園
として整備されており、石垣と脇
櫓（復元）のほか、伊達政宗公騎馬
像や青葉城資料展示館などで、そ
の歴史の一端に触れられる
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